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生
鮮
野
菜
の
用
途
は
、大
ま
か
に『
加
工
業

務
用
』と『
家
計
消
費
用
』と
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。『
加
工
業
務
用
』野
菜
と
は
、加

工
業
者
や
外
食･

中
食
関
係
者
な
ど
が
使
用

す
る
野
菜
で
あ
り
、『
家
計
消
費
用
』野
菜
と

は
、一
般
家
庭
で
購
入
す
る
野
菜
や
農
家
の
自

給
野
菜
な
ど
を
さ
し
ま
す
。

　

近
年
、「
単
身
世
帯
」「
共
稼
ぎ
世
帯
」「
高

齢
世
帯
」の
増
加
や
、少
子
化･

核
家
族
化
な

ど
に
伴
い
、1
世
帯
当
た
り
の
人
員
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
表
①
）

　

加
え
て
、食
の
簡
便
化
志
向
が
高
ま
り
、加

工･

調
理
食
品
の
購
入
や
外
食
な
ど
、食
の
外

部
化
が
進
展
し
、逆
に
、生
鮮
食
品
の
購
入
は

減
少
し
て
い
ま
す
。（
図
①
）

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、食

品
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は
、カ
ッ
ト
さ
れ
た
野
菜

や
く
だ
も
の
、下
処
理
済
み
の
魚
な
ど
、1
次

加
工
さ
れ
た
生
鮮
食
品
や
惣
菜
売
り
場
を
拡

充
し
、調
理
済
み
食
品
が
多
く
販
売
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
家
庭
で
は
、生
鮮
野
菜
の
購
入
額
が
減

少
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、サ
ラ
ダ
等
の
加
工
調

理
品
の
購
入
額
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

「
野
菜
を
自
宅
で
調
理
し
て
食
べ
る
よ
り
、調

理
し
た
も
の
を
購
入
し
て
食
べ
た
ほ
う
が
、余

計
な
野
菜
を
買
わ
な
く
て
済
む
し
、ゴ
ミ
も

少
な
く
、楽
で
あ
る
」と
考
え
る
人
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。（
図
②
）

　

特
に
、国
内
で
流
通
す
る
野
菜
は
平
成
に

入
っ
て
か
ら
５
割
以
上
が
加
工
業
務
用
に
仕

向
け
ら
れ
、平
成
22
年
に
は
全
体
の
6
割
程

度
に
増
加
し
、今
後
、さ
ら
に
拡
大
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
図
③
）

　

富
山
県
で
は
、富
山
市
婦
中
町
の
音
川

地
区
に
お
い
て
、古
く
か
ら
大
か
ぶ
が
生
産

さ
れ
、千
枚
漬
け
や
か
ぶ
ら
寿
司
を
製
造

販
売
す
る
県
内
外
の
食
品
会
社
へ
出
荷
さ

れ
て
い
ま
す
。他
に
も
、赤
か
ぶ
や
だ
い
こ

ん
、水
ナ
ス
な
ど
も
漬
物
用
原
料
と
し
て
生

産
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、加
工
業
務
用
の
た
ま
ね
ぎ
や

キ
ャ
ベ
ツ
、レ
タ
ス
、に
ん
に
く
な
ど
を
生
産

す
る
農
家
も
見
ら
れ
、県
内
外
の
野
菜
加

工
業
者
等
へ
出
荷
さ
れ
、野
菜
サ
ラ
ダ
や
野

菜
ラ
ー
メ
ン
、黒
に
ん
に
く
等
に
使
用
さ
れ

「
生
活
ス
タ
イ
ル
」の
変
化
が

「
野
菜
需
要
」
を
変
え
る
！

加工業務用として契約生産されるリーフレタス(南砺市内)加工業務用として契約生産されるリーフレタス(南砺市内)

進
展
す
る
食
の
外
部
化

県
内
の『
加
工
業
務
用
』

野
菜
の
生
産
状
況

『
加
工
業
務
用
』と
し
て
の

県
産
野
菜･

く
だ
も
の
の

活
用
促
進

外
食
関
係
者
の

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

『
加
工
業
務
用
』と

『
家
計
消
費
用
』

表① 世帯構成の変化 単位：万世帯、人、下段は総世帯に占める割合（％）

資料：①及び②は厚生労働省「国民生活基礎調査」、
③は内閣府「男女共同参画白書」

①単身世帯

②高齢世帯

①共稼ぎ世帯

総世帯数

世帯人数

2年度 12年度

845
（21％）

1,099
（24％）

311
（8％）

626
（14％）

823
（20％）

924
（21％）

4,027 4,555

3.05 2.76

17年度

1,158
（25%）

835
（18％）

988
（21％）

4,704

2.68

22年度

1,239
（25%）

1,012
（21％）

1,012
（21％）

4,864

2.59

　

こ
の
よ
う
な
中
、県
内
の
西
洋
料
理
シ
ェ

フ
か
ら
な
る
全
日
本
司
厨
士
協
会
富
山
県

本
部
か
ら
、「
周
年
、食
材
と
し
て
欠
か
せ
な

い
シ
ャ
ロ
ッ
ト(

ベ
ル
ギ
ー
エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト)

を

県
内
で
生
産
し
て
ほ
し
い
」と
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。そ
の
た
め
、県
で
は
、平
成
22
年
か

ら
シ
ャ
ロ
ッ
ト
の
試
作
に
取
り
組
み
、今
年
度

か
ら
初
め
て
、黒
部
市
と
氷
見
市
で
生
産
さ

れ
た
シ
ャ
ロ
ッ
ト
を
高
岡
市
場
が
販
売
し
ま

し
た
。ま
た
、国
内
流
通
す
る
シ
ャ
ロ
ッ
ト

て
い
ま
す
。ま
た
、い
み
ず
野
農
協
で
は
、今

年
か
ら
特
産
の
黒
大
豆
枝
豆
を
ゆ
で
て
莢

を
取
り
除
き
、豆
だ
け
を
急
速
冷
凍
し
て

加
工
業
務
用
と
し
て
販
売
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、近
年
、急
速

に
拡
大
し
、特
に
、生
産
者(

も
し
く
は
農

協)

と
加
工
業
者(

も
し
く
は
市
場)

と
で
作

付
前
に
あ
ら
か
じ
め
値
決
め
を
行
い
、契

約
的
に
生
産
販
売
す
る
事
例
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

富
山
県
で
は
平
成
22
年
6
月
に
富
山
県
加
工

業
務
用
野
菜
等
供
給
拡
大
推
進
協
議
会(

会
長

／
小
林
真
一
郎
県
農
林
水
産
部
参
事)

を
設
置

し
、県
内
の
中
食・外
食
関
係
者
に
県
産
野
菜・く

だ
も
の
の
積
極
的
な
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、実
需
者
に
対
し
県
産
野
菜･

く
だ
も
の
の
旬
や
産
地
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ『
あ
ぐ
リ
ン
ク
・
と
や
ま

〈http://w
w
w
.ag
-link.jp/

〉』を
開
設

し
、生
産
・
出
荷
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、平
成
23
年
度
か
ら
富
山
県
産
野
菜
果

実
活
用
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。県
内
の

ホ
テ
ル
等
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
等
に
対
し
、県

産
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
を
呼
び
か

け
、賛
同
を
得
た
店
舗
等
を「
と
み
ベ
ジ
協
力

店
」と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

図① 食料消費の用途別支出割合

資料：総務省「家計調査」

昭和40年

平成元年

平成20年

平成22年

平成21年

平成23年

48.4％ 20.3％ 21.0％
3.0％3.0％

7.2％

27.5％ 19.4％ 23.6％ 11.7％ 17.8％

27.7％ 19.3％ 23.6％ 11.3％ 18.2％

27.9％ 19.5％ 23.5％ 11.0％ 18.1％

28.2％ 19.4％ 23.2％ 10.9％ 18.3％

35.0％ 20.4％ 20.8％ 7.4％ 16.4％

生鮮食品 加工食品 その他加工食品 調理食品 外食

県内シェフの声に応えて今年から出荷が
始まった「とやまシャロット」

増
加
傾
向
に
あ
る

『
加
工
業
務
用
』の
野
菜
需
要

は
、ほ
と
ん
ど
が
外
国(

フ
ラ
ン
ス
、ア
メ
リ
カ
、

オ
ラ
ン
ダ
他)

産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、県
産
シ
ャ

ロ
ッ
ト
は「
と
や
ま
シ
ャ
ロ
ッ
ト
」と
称
し
販
売

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、野
菜
は
高
品
質
生
産
に
加
え
、

外
観
や
揃
い
な
ど
見
た
目
が
重
視
さ
れ
て
き

ま
し
た
。し
か
し
、加
工
業
務
用
需
要
の
高
ま

り
か
ら
、見
た
目
よ
り
も
加
工
歩
留
ま
り
や
価

格
が
重
視
さ
れ
る
品
目
も
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

県
内
に
お
い
て
も
、加
工
業
務
用
に
大
き
な

サ
イ
ズ
の
キ
ャ
ベ
ツ
生
産
や
、出
荷
規
格
の
簡

素
化
、通
い
コ
ン
テ
ナ
の
活
用
等
に
よ
る
流
通

コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
の
取
り
組
み
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、食
の
多
様
化

に
よ
り
、今
ま
で
栽
培
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

シ
ャ
ロ
ッ
ト
や
チ
コ
リ
、フ
ェ
ン
ネ
ル
、ラ
ズ
ベ

リ
ー
な
ど
、新
た
な
品
目
も
生
産
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、加
工
業
務
用
野
菜･

く
だ
も
の
等
の

生
産
は
、県
内
至
る
所
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、加
工・業
務
用
へ
の
対
応
な
ど
、需

要
の
変
化
に
即
し
た
野
菜・く
だ
も
の
を
生
産

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

変
化
す
る

野
菜
需
要
へ
の
対
応

図② 家計消費における購入形態の変化

資料：総務省「家計調査」
S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23

20,000

22,000

24,000

26,000

26,300

533
21,749

1,019

28,000

400

600

800

1,000

1,200
（円） （円）生鮮野菜購入金額

サラダ購入金額

図③ 国内流通する野菜における、
　加工・業務用と家計消費用の割合の推移

資料：農林水産政策研究所
H2S60S50S40 H12 H17 H22

0

20

40

60（％）

80

100

加工・業務用 家計消費用

49％49％

51％51％

46％46％

54％54％47％47％36％36％23％23％

53％53％64％64％77％77％ 45％45％

55％55％

44％44％

56％56％

県産野菜を試食する県内ホテルの料理長ら 協議会で中食・外食関係者に県産野菜をＰＲ
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富山市八尾町
桐谷集落

　久婦須川上流の岐阜県境の中山間地域に位置する『桐谷集落』でNPO法人アイ・フィール・ファイン
が、集落住民・企業・農業高校等と連携・協力しながら、水稲やそば、野菜などを化学肥料や化学合成農
薬を使用せずに栽培する「有機農業の里づくり」活動を展開しています。本年５月にはエコファーマー
に認定されるとともに、有機JAS認証の取得もめざしています。
　さらに、「中山間地域チャレンジ支援事業（県単）」を活用し、
集落の農地保全や農園体験ツアー、桐谷産農産物のブランド化、
若者達の定住支援などにも取り組んでいます。
中山間地域チャレンジ支援事業とは？
　中山間地域において、集落が集落内外の企業や団体などと連携して行うさまざまな
地域活性化活動（特産品の開発・伝統文化の継承・高齢者見回り支援・定住促進など）に
対して、県単独で支援する事業です。

NPO法人 アイ・フィール・ファインの

「有機農業の里づくり」
プロジェクト

中山間地域チャレンジ支援事業

有機農業の里づくりを
実現するための連携・支援団体と役割

有機農業推進支援組織

農産物の既存購入者（東京）
ゆの実の会の会員

（食生活改善を勉強する母親の会）

農産物のインターネット販売

農園体験ツアー

安住促進
（インターネットにより活動情報等を発信）

安定販売の促進 安住・農業参入の促進

（株）タイワ精機
資材の低価格提供（米ぬかペレット） 商品開発（桑の実ジャム）（山羊チーズ）

アグリひばり
無農薬農業の指導

富山県立中央農業高校
機械・休養施設の無償提供
朝日建設（株）

　

有機農業の里づくり

水稲 桑の実

蕎麦 山羊

桐谷集落

NPO法人アイ・フィール・ファイン

ビオトーブ

事業PR用ホームページの立上げ
（モデル地区としての活動を全国へ発信）

※米ぬかペレット
プロジェクトに参加する企業の協力を得て製造し、田植え後に水
田に散布します。これにより雑草の発芽や生育が抑えられ、稲が
元気に育ちます。

　生活雑排水の入らない清らかな湧き水とたい肥などの
有機質肥料や米ぬかペレットを使って水稲を栽培・生産し
ています（平成25年は100アール栽培）。
　水田のとなりには、ビオトープを設置し、春先のまだ冷
たい水を一旦ためおきし、少し暖まってから水田へ入水し
ます。田植え後の苗の成長に大変役立っています。
　平成25年５月には環境にやさしい農業の活動が認めら
れ、県知事から水稲とソバのエコファーマーに認定されま
した。

有機農業の里づくり

　桐谷では、NPO法人の支援を受けながら、トレーニン
グと農業の両立を目指す「アスリートファーム」が活動し
ています。アスリート達は桐谷の地に定住・半定住し、集
落の活性化に大きく貢献しています！

若者アスリートの定住支援

　「豊かな水と緑の里・きり
たに」をイメージしたロゴ
マークを作成し、桐谷産農
産物の販売・促進・ブランド化
などに広く活用しています！

桐谷農産物の
ブランド化活動

※

　田植えや農作物の収穫などの農園体験ツアーを企画・広報し
て、都市部住民や桐谷農産物ファンとの交流会を開催しています！
　また、東日本大震災被災者の復興支援親子リフレッシュ活動に
も取り組んでいます。昨年は福島県から19人の親子を桐谷へ招
待し、農業体験や花火大会など、楽しいひとときを過ごしました。

農園体験ツアーなどの交流

　平成16年10月に団塊の世代が中心とな
り、高齢者が健康で快適な自立した生活を送
るための環境と仕組みを提供し、文化活動や
支援活動を通して地域の活性化と社会の福祉
増進を図ることなどを目的に設立されました。
　同年11月には、小さな農地面積でも農業
に参入できる「越中八尾スロータウン特区」
制度を活用し桐谷集落で、農作物の生産や加
工・販売をスタート。現在、地域農業の担い手
として、また、農村文化の継承者として活躍し
ています。

NPO法人
アイ・フィール・ファイン

　高齢化や離農等によって放棄されたり、荒廃しつつあ
る集落内の不作付地を、もう一度農地として活用できる
ようにするため、プロジェクト関係者や地元住民らととも
に草刈や復元作業に汗を流しています！

農地保全・復元

ツインドーム前に設置した「有機農業の里づくり」看板
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応援します！！
農山漁村の6次産業化

応援します！！
農山漁村の6次産業化

応援します！！
農山漁村の6次産業化

６次産業化とは？ ・・・・・ １次×２次×３次＝６次産業化
「地域資源」を有効に活用し、農林漁業者（１次産業従事者）が、自ら加工（２次産業）や販
売・サービス（３次産業）に取り組み、経営の多角化、複合化を進めることで、所得の向上や
農山漁村における雇用の創出・確保を目指すことです。

雇
用
の
確
保
と
所
得
の
向
上
に
よ
る 

農
山
漁
村
の
再
生・活
性
化

地
域
資
源
の
有
効
活
用

農

商 工

新たな付加価値を創出

●農林漁業と２次・３次産業との
連携・融合による地域ビジネス
の展開や新たな産業の創出

●生産・加工・流通（販売）の一体
化による付加価値の拡大

地域資源を活用した新事業の創出
農商工連携の推進 等

農林漁業者による加工・販売分野の
取組み（多角化、複合化等）、地産地消 等

農山漁村の６次産業化農山漁村に由来する
様々な地域資源

農山漁村の地域資源を
活用し新たな事業に
取り組もうとする産業

生産 加工 流通

●農林水産物

●バイオマス

●経験・知恵
●自然エネルギー　
●風景
●伝統文化 等

・稲わら
・食品廃棄物
・未利用間伐材

食品産業、観光産業、ＩＴ産業、
化粧品・医薬品製造業、
エネルギー産業 等

　農林漁業者が経営の多角化や収益性の向上を目指して行う６次産業化に向けた取組み
（新商品開発、販路開拓、加工機材整備等）を支援

県の支援制度

取組事例

６次産業化モデル育成事業

がんばる女性起業発展支援事業

（１）農村女性起業チャレンジ事業
新たな商品開発やサービスの確立に対する取組みを支援

：農村女性起業活動を行う個人、法人または任意組織
：補助率１/２（補助金上限額40万円）

（２）農村女性起業拡大支援事業
起業組織が自主的に取り組む事業拡大に必要な調査等の活動経費や直売所の整備、加工機器の導入等を支援

：農村女性起業活動を行う法人または任意組織、個人（認定農業者）
：補助率１/２（補助金上限額100万円）

専門家によるサポート
加工組織等の要請に応じて専門家を派遣し、助言・指導を行い、完成度の高い商品開発を支援

（３）農村女性先進モデル企業育成事業
起業から企業への発展をめざした商品構成の拡大、販売力の強化等の取組みを総合的に支援

：農村女性起業活動を行う法人または任意組織
：１年目　補助率１/２（補助金上限額100万円）
 ２年目　補助率１/２（補助金上限額  25万円）

昇龍梅ドリンク　氷見稲積梅株式会社
氷見市の特産品「稲積梅」の青梅エキスを使用。

しょうりゅうばい

立山三六そば　立山町そば推進協議会
立山町の緯度「北緯３６度」と「山麓」をかけて命名。

さんろく

対 象 者
補助率等

対 象 者
補助率等

対 象 者
補助率等

対 象 者

補助率等

:６次産業化に取り組む農林漁業者（個人［認定農業者］又は団体）
 ＊認定業農者とは、農業経営基盤強化促進法に基づいて認定された農業者です。
 ＊団体については、法人格の有無を問いません。

:補助率１/２（補助金上限額250万円）

○
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（
砺
波
市・高
岡
市・小
矢
部
市
）

散
居
の
景
観
を
巡
る

庄
西
用
水
の
水
路
網

　

か
つ
て
の
庄
川
は
、砺
波
平
野
を
幾
筋
に
も

分
か
れ
、洪
水
の
た
び
に
移
動
し
な
が
ら
流

れ
て
い
ま
し
た
。１
５
８
6
年
に
起
き
た
天
正

の
大
地
震
で
川
筋
を
東
へ
大
き
く
移
し
、今
の

庄
川
が
流
れ
て
い
る
あ
た
り
に
流
れ
の
中
心

が
移
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、治
水
上
、不
安
定

な
状
態
は
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利
常
は
、砺
波
平

野
全
体
を
水
害
か
ら
守
り
、庄
川
扇
状
地
の

新
田
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、下
流
部
で

造
営
が
進
め
ら
れ
て
い
た
瑞
龍
寺
へ
の
浸
水

防
止
を
図
る
う
え
か
ら
も
庄
川
河
道
を
固
定

化
す
る
た
め
、庄
川
扇
頂
部
の
弁
財
天
前
で
、

俗
に「
松
川
除(

ま
つ
か
わ
よ
け)

」と
呼
ば
れ

る
大
堤
防
の
築
造
に
着
手
し
、一
連
の
工
事
は

幕
末
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、扇
状
地
内
の
農
民
た
ち
は

自
然
流
を
用
水
路
に
改
修
し
、川
筋
に
開
田

を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
新
田
開

発
は
、今
で
も「
○
○
新
」や「
○
○
出
」な
ど

の
地
名
と
し
て
名
残
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
の
農
業
用
水
は
、用
水
毎
に
、庄
川

本
川
に
蛇
か
ご
な
ど
で
川
を
堰
止
め
て
取
水
し

て
い
た
も
の
の
、石
積
み
等
で
作
ら
れ
た
水
路

で
は
漏
水
が
激
し
く
、下
流
ま
で
の
送
水
が
困

難
な
状
況
が
昭
和
初
期
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

昭
和
１４
年
に「
庄
川
用
水
合
口
堰
堤
」が
完

成
し
ま
し
た
が
、各
用
水
路
は
未
整
備
の
ま

ま
で
し
た
。し
か
し
、戦
後
、経
済
の
復
興
期

に
入
る
と
、当
改
良
区
内
に
お
い
て
も
県
営

か
ん
が
い
排
水
事
業
等
に
よ
り
近
代
的
な
農

業
用
用
排
水
施
設
の
整
備
が
順
次
進
め
ら
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、農
業
用
水
の
安
定
確
保
、

維
持
管
理
に
要
す
る
労
力
と
経
費
の
軽
減
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、流
域
の
都
市
化
が
進
み
、排
水
の
流

出
形
態
が
変
化
し
、豪
雨
時
に
農
地
や
農
作

物
、住
民
生
活
に
溢
水・湛
水
被
害
を
生
じ
さ

せ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
べ

く
、地
区
内
の
排
水
機
能
を
回
復
さ
せ
る
た

め
、国
営
総
合
農
地
防
災
事
業 

庄
川
左
岸
地

区
が
平
成
21
年
度
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、築
造
後
50
年
以
上
が
経
過
し
、長

年
の
流
水
に
よ
る
摩
耗
や
漏
水
等
が
進
ん
で

い
る
既
存
水
路
の
補
修
を
目
的
と
す
る
県
営

基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業 

庄
西
１
期
地
区
も
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、先
人
の
労
苦
の
結
晶
で

あ
る
、こ
の
地
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
用
排
水

路
網
が
維
持
さ
れ
て
こ
そ「
カ
イ
ニ
ョ
」と
よ

ば
れ
る
屋
敷
林
に
囲
ま
れ
た
農
家
が
点
在
す

る
美
し
い
景
観
も
ま
た
次
代
に
引
き
継
が
れ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

大
地
を
潤
す
４
水
路

加
賀
藩
の

治
水
工
事
と
そ
の
後

用
排
水
路
網
の
整
備
と

次
代
へ
の
継
承

若林口用水旧取入堰の一部（昭和11年）

松川除の前堰（まえぜき）。
堰の根固めとして松の木、数百本が植えられました。

チューリップ公園内の池

　

従
来
の
文
化
財
指
定
制
度
に
加
え
て
、よ

り
ゆ
る
や
か
な
規
制
の
も
と
で
保
護
を
図
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
文
化
財
保
護
制
度
に
基

づ
い
て
登
録
さ
れ
た
有
形
文
化
財
。

　

鉄
線
や
、古
く
は
竹
な
ど
で
粗
く
円
筒
形

に
編
ん
だ
か
ご
に
石
を
詰
め
た
も
の
。河
川

の
水
流
制
御
や
護
岸
な
ど
に
使
わ
れ
た
。

　

老
朽
化
が
進
ん
だ
既
存
水
路
等
に
つ
い

て
、現
状
に
応
じ
た
工
法（
更
新・補
強・補
修
）

に
よ
り
、コ
ス
ト
を
抑
え
、施
設
の
長
寿
命
化

と
有
効
活
用
を
図
り
、機
能
を
保
全
し
て
い

く
事
業
。

基
幹
水
利
施
設

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

蛇
か
ご

登
録
有
形
文
化
財

土
地
改
良
広
辞
苑

カモ親子の

農村日記
ふるさとを創る
土地改良施設を水辺から
眺めたお話

舟戸口用水旧取入れ口付近図（入道忠靖氏所蔵）

千保柳瀬口用水系
舟戸口用水系
新又口用水系
若林口用水系

千保柳瀬口用水系
舟戸口用水系
新又口用水系
若林口用水系

庄 

川

庄西用水土地改良区用水系統図

口
用
水
、新
又
口
用
水
及
び
若
林
口
用
水
の
４

系
統
で
区
域
内
を
北
上
し
、そ
れ
ら
の
総
延
長

は
、約
90
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
用
水
網
は
、か
ん
が
い
に
利
用
さ
れ

る
と
と
も
に
、防
火
、消
流
雪
、生
活
用
水
と
し

て
、砺
波
平
野
の
散
居
景
観
を
形
づ
く
る
う
え

で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、砺
波
市
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
内

の
五
連
水
車
や
カ
モ
が
く
つ
ろ
ぐ
池
に
は
、新

又
口
用
水
の
水
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

庄
西
用
水
土
地
改
良
区
は
、砺
波
市
庄
川

町
金
屋
付
近
を
頂
と
す
る
砺
波
平
野
扇
状
地

の
う
ち
一
級
河
川
庄
川
左
岸
の
北
東
部
に
位
置

す
る
約
５
，０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
広
大
な

耕
地
を
潤
す
幹
線
用
水
路
を
維
持
管
理
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
水
路
は
、幾
多
の
曲
折
を
経
て
、

昭
和
１４
年
に
完
成
し
た「
庄
川
用
水
合
口
堰

堤
」（
平
成
16
年
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
）か
ら
取
水
し
、千
保
柳
瀬
口
用
水
、舟
戸

チューリップ公園の
池はとっても
気持ちよく泳げるね みんな

大好きカモ！

庄川用水合口堰堤
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おいしさ キトキト とやま産

食に対する関心が高まるなか、富山県では、
「県民ぐるみで県産品を大きく育てる地産地消運動」を推進しています。

広がる、地産地消運動！

地産地消県民交流フェア2013

真っ赤に熟した旬の
トマトは生産者の
自信作です。

雨の中、多くの方に
ご来場いただきました。

試食を通じて生産者とコミュニケーションを
とる姿があちこちで見られました。

　平成25年７月７日（日）、親水広場（富岩運河環水公園
東側広場）で、「地産地消県民交流フェア2013」が開催
されました。この催しは、地産地消の意義や、富山が誇る
素晴らしい食材、食文化について理解を深め、県民の皆
さんと共に地産地消運動を広げることを目的に、毎年開
催されています。
　この日は朝から曇り空で昼頃には突然の雨に見舞わ
れたにも関わらず、約１万人の来場者で賑わいました。会
場では県内各地の生産者や農業団体、製造業者など28
団体が出店。旬の野菜や特産加工品の販売や地域資源
を活用した新商品が紹介されました。また、ステージで
は、料理人・森野熊八さんのトークショーのほか、地産地
消クイズなどがありました。

　「山がある。海がある。自然がいい。水もいい。だから、何で
もうまいよね！」と富山を絶賛する熊八さん。特に印象的だっ
たのは「富山の野菜はこんなにうまいのに、みんな当たり前す
ぎて気づいてないんじゃないかな？ 富山の人は幸せです」と
いう言葉でした。このほか、たっぷりの夏野菜を豆乳で煮込む
アジアカレー、玉ねぎのドレッシングで玉ねぎをいただく食べ
方は、とても参考になりました。
　トークの途中急に雨が振り出した際、「屋根の下へ避難して
ください。風邪ひかないよ
うにね」と来場者の皆さん
への気遣いも見せてくだ
さった熊八さん、明るい笑
顔と楽しいトーク、ごちそう
さまでした！ 

神奈川県出身。「料理の作り方を歌詞
にして、歌いながら料理を作る」という
独自のパフォーマンスで人気を博す料
理人。料理に対する独自の視点とアイ
ディア、その軽妙なトークで数多くのテ
レビやラジオ番組で活躍中

テーマ 富山を味わう
森野 熊八氏（料理人）ゲスト

農産物販売＆
地域資源等新

商品展示・販売

ステージイベ
ント

石井知事によるテープカット

きときと君も来てくれました！

約１万人が来場

「とやま食育ちんどんソング」を踊る子どもたち

もっと近
くなる、

「おいし
いとやま

の食」

「とやま食の匠・創作の匠」
料理実演

富山フェスティバル

「クイズ 新・感・鮮！」

その他
ＫＮＢラジオタイアップ企画
大ジャンケン大会
チャリティオークション

10:00～16:00

日 時10/26 ・27土 日

※JR富山駅北口より無料シャトルバス運行

場 所 富山産業展示館（テクノホール）

ＮＨＫ「きょうの料理」でおな
じみ渡辺あきこ先生による
料理実演です。
〈２７日（日）実施予定〉

県内全域からイチオシの特産品が
大集合！

富山の食についてのクイズラリー。
解答者には、ガラポン抽選で富山
の特産品をプレゼント！
（各日・先着1,000組まで）

「軽トラ」で旬の野菜を大量販売。畑と
食卓が直結するボリュームたっぷりの
迫力と楽しさあふれる内容です。

県内の“カラーラーメン”や屋台ラーメ
ンなど人気のご当地ラーメンが集合。
会場屋外ブースに登場！

富山の特産品にふれる、体験イベント
が盛りだくさん。つくった料理はその場
で試食！ふるさとの味が堪能できます。
※当日先着順

県内名店の料理人が富山の食材を
使ったグルメを考案し限定販売。バラ
エティに富んだ「富山ならでは」の味が
味わえます。

北陸新幹線開業に向けて、駅弁風の創
作弁当を会場限定販売！

富山の優れた食材や商品を紹介しま
す。富山県推奨とやまブランド、Ｅマー
ク商品の紹介　など

「とやま食の匠」に認定されている
料理人らが県産食材を使って腕を
振るいます。

地産地消や新鮮な食など、身近なとやま
の食について楽しみながら学ぶ参加型
クイズショー。
〈26日（土）・27日（日）両日実施予定〉

● ます寿し
● かぶら寿し
● みょうが寿し
● はちみつ
● 米粉パン

● りんご
● 里芋
● 漬物
● ワイン

セントラルキッチン

王国グルメ&スイーツ

越中ラーメン村 あったらいいな！創作駅弁

食の体験ステーション 取組み紹介

料理実演
「とやま食の匠」に認定されている
料理人らが県産食材を使って腕を
振るいます。

「クイズ 新・感・鮮！」

その他
ＫＮＢラジオタイアップ企画
大ジャンケン大会
チャリティオークション

地産地消や新鮮な食など、身近なとやま
の食について楽しみながら学ぶ参加型
クイズショー。
〈26日（土）・27日（日）両日実施予定〉

その他その他

【主催】越中とやま食の王国フェスタ実行委員会
（富山県、富山市、黒部市、富山県農業協同組合中央会、全国農業協同組合連合会富山県本部、富山県漁業協同組合連合会、
富山県森林組合連合会、（一社）富山県食品産業協会ほか）

【併催】第51回富山県農林漁業祭、第37回富山県米まつり、第43回富山県花き品評会、その他関連事業

とれたて！マルシェ

ぐるっと王国クイズラリー

王国うまいもん市場

富山

しん かん せん

ほか
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